保育士養成機関における「施設実習」の現状と課題(1): 短期大学「施設実習」に向けた事前指導を通して by 石山 貴章 & 安部 孝












Current Status and Problems with Practical Training at Welfare Facilities for Nursery
Teacher Trainees in 」unior c01leges (1)
一一Advance preparations and guldance一一
Takaaki lshiyama (Kyushu Lutheran College)
Takashi Abe (Saitama Junshin Junior c01lege)
The process of advanced preparation and guidance, as well as the future potential of
practical training at welfare facilities for teacher trainees i_n junior colleges was
analyzed.  Fieldwork was conducted to focus on similarities between actual childcare
situations and lessons in collegeo The results indicated that it is necessary for these
students to learn the basic knowledge and skills needed for the practical training from
the start of collegec Moreover, it was indicated that colleges have to offer educational
opportunities to facilitate understanding between students and welfare facilities about
the problems faced by such facilities. In the future, empirical studies should be conducted
on practical training at welfare facilities, so that such training programs would be more
useful for students, schools and facilities, as well as for facilitating continuous contact
between schools and facilities。
Key Words: juniOr college, practical training at welfare facilities, guidance process,
common knowledge
本研究は、保育士養成機関として位置 している短期大学の保育実習のひとつ 「施設実習」に焦
点をあて、実習に至るまでの事前取組 と指導についての過程を検討 した。また、施設現場 と保育
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携を継続的に行いながら、お互いにとつて有益 となる 「施設実習」のあり方について実証的な研
究を積み重ねていかねばならない。































導で活用 していくために、学生の実習前の不安やス トレスをEQとCB一Eによつて把握 し、それを指








短期大学のこども学科 (乳幼児保育コース)における 「施設実習」事前指導のカ リキュラムを
基に分析を行った。また、事前指導を受けた女子学生 1年生155名(2006年度入学生)のアンケー
トの結果をまとめ、施設実習前の意識について検討を加えた。そ して、実習施設16か所の施設実
習担当の先生に対 してインタビューを実施 し、施設実習の事前指導 として、養成機関や学生に求
められているものを浮上させていった。なお、今回対象 とした短期大学では、保育士資格取得に
必要とされる10日間の 「施設実習」を1年次のH月～ 3月の期間に実施 している。
2)方  法
短期大学での施設実習事前学習の取組を通 して、その現状 と課題を批判的に分析 していく。具
体的には、施設実習の事前学習の流れを提示 しながら、一つ一つの課題を明らかにしていき、今
後の指導のあり方 と課題について検討 していく。また、学生 と実習施設に対するアンケー ト及び
インタビューを通 じて、指導内容や方法について検討 した。
3・1 短期大学における施設実習までの流れ
将来、保育士を目指 している学生に対 して、「施設実習」は、入学後、最初の実習経験 となる。
よつて、施設に関する基本的な知識や動向を理解 させていくとともに、実習直前まで、学生の将




は、障害児者施設 と比較 して、現場の状況やプライベー トな問題、複雑な家庭環境などがあり、
実習学生に対 して、十分な指導ができない、学生 と利用者 との関係調整、実習期間や時期の問題
などが存在 している。















































? 院 34.2% (53人) 8施設 (15人)
児 童 養 護 施 設 44.5% (69人) 21施設 (47人)
障 害 児 者 施 設 H.0% (17人) 35施設 (73人)
ど こ で も や れ る 7.7%(12人)
そ の 他 2.6%(4人) 2施設  ( 6人)
△ 計 100% (155人) 66施設 (141人)
5月の時点では、まだ十分な各施設の理解や利用者の状態把握などがないため、「赤ちゃんと関
わ りたい」、「赤ちゃんがかわいい」「大人よりも子 どもたちとの関わ りがしたい」「家庭環境に何
らかの問題を抱えている子 どもたちの支援がしたい」「障害児者 との関わ りは経験がなく不安」な
どの声があり、実習先を選定 していく上では動機や問題意識の面で弱さがある。特に、障害児者
に関しては、これまでにボランティアや何 らかの経験があるかないかで意識面で大きな差が出て
くる。実際には、「なぜ、この施設種を希望 したのか」とい うレポー トの内容 と個人面談などによ











?? 最寄駅 ( )
帰省先 (自宅外のみ)
?? 最寄駅 ( )
これ まで に行 った




















自 己 開 拓 の 希 望 *自宅外の学生で、実習を地元で行いたい方については、自分で地元の施設を開拓
し、交渉 してモ)らうのただ し、交渉前に、施設実習担当者に相談すること。
*自己開拓を希望 します。 (     )県
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3・3 実習前の意識調査
学生に対 して、「実習前に期待 していること」及び「不安に感 じていること」に関するアンケー
トを講義時間内の一部 (20分)を利用 して実施 した。これにより、指導者側が当た り前 と思つて
いることに関する不安感や想定できなかった学生の問題意識を把握することができる。 この結果
を指導にフィー ドバ ックしながら、学生と教員の共通理解を図つている。また、アンケー ト内容
により、個別に対応 していかなくてはならない学生を見出して指導も行 う。








































は、当た り前 と思われる項 目が多いが、学生にとつては、これ らが不安感につながつてお り、一






































/月r9日明 ≧～止 ≠月27日立生 」
薩墨量翠  墜亜
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施 設 冥 習 計 回 事 破
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に、実習 日誌の研究課題の箇所に結果 と考察を記述 し、最終的に施設に提出することとなる。
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3・6 施設実習体験発表会
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保育士養成機関における 「施設実習」の現状と課題 (I) 167
題意識を強め、実習に対する姿勢や心構えを再確認 していく場 ともなっている。なお、2007年度































































あるように思 う」「いい学生を実習に送 り込んでいただき感謝 している」などの声もある。
近年、盛んに言われている学生の資質低下についても、その傾向を真摯に受け止めながらも、






組を基盤 としながら、「施設実習」の問題について詳述 していった。今後も、フィール ドワークを
主体として、現場の声を浮上させていくとともに、他大学の実践や動向も把握 しながら、「施設実
察考
















研究課題 (清書 1部十コピー 1部)提出
施設 とのオ リエ ンテーシ ョン





オ リエ ンテーシ ョンの頁に記入
実習 日誌完成・提出 (実習終了後 2日以内必ず持参すること)
実習先に実習 日誌を受け取 りに行く (いつ伺えばよいか確認 )






検使用紙記入・容器受け取 り・検便提出 (実習 2i日間前 )
※検便一週間前より生{)の摂取禁止
検便結果受け取る ★陽性の者は実習担当者と相談
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